
平
成
二
十
一
年
二
月
十
六
日
提
出

質

問

第

一

二

七

号

パ
キ
ス
タ
ン
の
核
兵
器
開
発
を
主
導
し
た
科
学
者
に
対
す
る
我
が
国
企
業
の
核
資
機
材
輸
出
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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パ
キ
ス
タ
ン
の
核
兵
器
開
発
を
主
導
し
た
科
学
者
に
対
す
る
我
が
国
企
業
の
核
資
機
材
輸
出
に
関
す
る
質
問
主

意
書

昨
年
十
二
月
八
日
の
報
道
に
よ
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
「
核
開
発
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
科
学
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
カ

デ
ィ
ー
ル
・
カ
ー
ン
博
士
が
共
同
通
信
の
取
材
に
対
し
て
、
一
九
八
四
年
ま
で
に
我
が
国
を
訪
問
し
核
開
発
に
重
要
な
部
品
を

我
が
国
の
企
業
に
い
く
つ
か
注
文
し
て
い
た
旨
答
え
、
カ
ー
ン
氏
が
核
製
造
に
必
要
な
部
品
を
我
が
国
で
調
達
し
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
質
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
三
四
九

号
）
で
政
府
は
、
「
御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
報
道
内
容
の
事
実
関
係
に
つ
い
て

確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
本
年
二
月
十
六
日
付

の
新
聞
報
道
（
以
下
、
「
報
道
」
と
い
う
。
）
に
よ
る
と
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
リ
ン
グ
マ
グ
ネ
ッ
ト
等
の
核
開
発
に
必
要

な
特
殊
磁
石
等
の
資
機
材
が
複
数
の
日
本
企
業
か
ら
カ
ー
ン
氏
に
対
し
て
大
量
に
販
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
同
氏
本
人
の
証
言

に
よ
り
わ
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
報
道
」
の
内
容
を
政
府
は
承
知
し
て
い
る
か
。

二

カ
ー
ン
氏
が
我
が
国
の
企
業
よ
り
核
開
発
に
必
要
な
物
資
を
調
達
し
て
い
た
こ
と
に
つ
き
、
政
府
は
「
政
府
答
弁
書
」
で

一



「
御
指
摘
の
報
道
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
現
時
点
で
は
、
そ
の
報
道
内
容
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
確
認
さ
れ
て
お

ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
政
府
答
弁
書
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
た
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
以
降
、
政
府
と
し
て
、
右
の
事
実
関
係
を
確
認
す
べ
く
、
何
ら
か
の
調
査
（
以
下
、
「
調
査
」

と
い
う
。
）
を
行
っ
て
き
た
か
。

三

二
で
、
行
っ
て
き
た
の
な
ら
、
「
調
査
」
の
実
施
を
担
当
し
た
政
府
部
署
並
び
に
責
任
者
の
官
職
氏
名
、
そ
の
具
体
的
方

法
、
対
象
等
、
「
調
査
」
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
で
、
行
っ
て
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
報
道
」
で
は
、
カ
ー
ン
氏
が
核
資
機
材
を
調
達
し
て
い
た
日
本
企
業
と
し
て
、
ウ
ェ
ス
タ
ー
ン
・
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ

社
、
日
本
電
子
、
日
立
精
機
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
報
道
」
に
よ
る
と
、
右
の
三
企
業
の
う
ち
現
在
も
存
続
し
て
い

る
日
本
電
子
の
広
報
部
は
、
「
取
引
に
際
し
て
は
法
律
に
の
っ
と
っ
た
対
応
を
し
て
い
た
」
と
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
電

子
顕
微
鏡
一
台
を
カ
ー
ン
氏
に
販
売
し
た
事
実
を
認
め
て
い
る
が
、
政
府
と
し
て
、
こ
れ
ら
三
企
業
に
よ
る
カ
ー
ン
氏
へ
の

核
資
機
材
販
売
に
つ
い
て
把
握
し
て
い
る
か
。

六

「
報
道
」
に
あ
る
内
容
は
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
我
が
国
が
、
結
果
と
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
の
核
開
発
並
び
に
パ

二



キ
ス
タ
ン
に
よ
る
他
国
へ
の
核
拡
散
に
協
力
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。
ま
た
、
右
は
当
時

の
政
府
の
監
視
体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

七

「
報
道
」
に
あ
る
カ
ー
ン
氏
の
事
例
の
様
に
、
意
図
的
で
は
な
い
に
せ
よ
、
結
果
と
し
て
我
が
国
が
他
国
の
核
開
発
並
び

に
核
拡
散
に
協
力
し
て
し
ま
う
こ
と
が
今
後
起
き
な
い
様
、
政
府
と
し
て
ど
の
様
な
対
応
策
を
と
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明

さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


